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1　は　じ　め　に

高泌乳牛の飼養においては泌乳初期の栄養管理がきわめ

て重要で，失敗すると様々な生産病を招くことが知られて

いる。栄養管理の中でも給与飼料中蛋白質の質がルーメン

内での分解，養分吸収に大きな影響を与えるとされている

ことから，本実験は配合飼料原料の蛋白質に者目し，それ

らのUIP含量，ルーメン内分解率測定を試みた。

2　試　験　方　法

材料は1996年に北海道内で入手した配合飼料原料50点を

収集した。分析方法は粗蛋白質がケルダール法（ケルテッ

ク），UIP（非分解性摂取蛋白質）－DIP（分解性摂取蛋白

質）はKRISHNAMOORTHYらの方法で行った。ルー

メン内分解率の測定はルーメンフィステルを装着した乳牛

を2頑供試した。サンプルの分解は24時間行い，ナイロン

パックに入れたサンプルを4時間目，8時間目そして24時

間目に回収し，所定の分析に供した。

3　試験結果及び考察

（1）蛋白質のルーメン内分解率

蛋白質のルーメン内分解率の経時変化は，ほとんどのサ

ンプルで4－8時間に分解特徴が認められた。したがって

ここでは4～8時間目に焦点を当てて述べる。まず穀類を

見ると，小麦＞大麦＞玄米＞トウモロコシ＞マイロの帽に

分解が早かった（図2）。大豆は麦類に比べて分解が遅い

傾向を示した。また，大豆を膨化あるいは加熱処理するこ

とで，分解を遅くする事が可能であった（図1）。すなわ

ち8時間日の分解率では∴無処理区の25％に対して処理区

は15％とおよそ10％低い値になった。これらの結果は既

往l）の文献値と同様の傾向を示している。次に粕短の分解

率ではウイスキー柏，醤油相，アマニ柏は近似した分解過

程をたどるが，ビール相は相対的に遅かった（図3）。大

豆柏を基準にして比較すると生米ぬか，ビール酵母－　ふす

まが早く，中でもふすまは4時間呂で80％以上の分解を示

した。一方，綿実相．脱脂米ぬかはゆっくり分解した。こ

の値は渋井らの報告と一致している3）。アルファルファ乾

草の分解率は早刈りするほど早く，また市販されているペ

レットは中刈りアルファルファと同程度の分解率を示した

（図4）。動物性蛋白質は大豆柏などの植物性蛋白質に比べ

てゆっくり分解し，24時間経過しても50％後半から60％前

半にとどまった。それぞれの比較ではフィッシュミールが

早い傾向を示した（図5）。

（2）CPに占めるUIP含量の割合

粗蛋白質含量に占めるUIP（非分解性蛋白質）の割合

は穀類では小麦が少なく．次いで大麦＞トウモロコシ＝玄

米＝マイロの傾向を示した（図6）。一方，大豆柏，綿実

相，アマニ柏は少ないが，ビール相，ウイスキー柏は相対

的に多かった（図7）。動物性副産物ではフェザーミール

が多かったが，これらの中にもかなりの不消化物があると

推察される。一方，フィッシュミールは少なく，ミートボー

ンミールはその中間であった（図8）。アルファルファ乾

草は早刈りは少く，生育が進むにつれて増加した。ペレッ

トは中刈りと同程度であった。これらの値はNRC飼料成

分組成に示されている値2）と同様の傾向であった。

4　ま　と　め

乳牛用配合飼料の原料について，蛋白質のルーメン内分

解率がどのように異なるかを測定した。その結果，穀類で

は′小麦＞大麦＞玄米＞トウモロコシ＞マイロの順に分解が

早かった。大豆は麦類に比べて分解が遅い傾向を示した。

また，大豆を膨化あるいは過熱処理することで，分解を遅

くする事が可能であった。柏類ではウイスキー柏，醤油相，

アマニ柏は近似した分解過程をたどるが．ビール柏は相対

的に遅かった。アルファルファは早刈りするはど分解も早

かった。動物性蛋白質は植物性蛋白質に比べてゆっくり分

解した。粗蛋白質含量に占めるUIP（非分解性蛋白質）

の割合は小麦が少なく，玄米，マイロが多かった。柏額で

は大豆柏．アマニ柏が少なく，ビール柏が多かった。動物

性蛋白質はいずれも多かった。
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図1大豆の加熱処理と蛋白質のルーメン分解率の関係　　図2　穀規の加熱処理と蛋白質のルーメン分解率の関係

タン′くク賞分解率の軽時変化
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図3　カス現の加熱処理と蛋白質のルーメン分解率の関係
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図5　動物副産物飼料の加熱処理と蛋
白質のルーメン分解率の関係

CP．UIP．DIPの含有率
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図7　カス類のCP．UIP．DIP．の含有率
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図4　アルファルファの加熱処理と蛋
白質のルーメン分解率の関係
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図6　穀類のCP．UIP．DIP．の含有率
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図8　動物副産物飼料のCP．UTP．DIP．の含有率


